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問 1    

次の四字熟語の内 □ に当てはまる漢字と(    )に当てはまる漢字の読みを記入してください。  

                                             【各 2点 １６問  合計 32点】 

①   千   客      来  ： 多くの客が次々と訪れる事 

②       転      倒  ： 激しい苦痛のあまり、転げまわること 

③       変      異  :  自然界に生じる異変 

④          集   散  :  はなれたり集まったりすること   

⑤          両   論  ：  同意と反省 両方の意見 

⑥                   :  ぐすぐずして 決断力に乏しいこと 

⑦  意気投合 （ いきとうごう ） : 互いの気持や考えが一致すること 

⑧  傍若無人 （ ぼうじゃくぶじん ） ： 人のことをまるで考えず、勝手にふるまうこと 

⑨  勇猛果敢 （ ゆうもうかかん ） : いさましくて強く 決断力にあふれていること 

問 ２  

資料①「世界の食料需給の動向」農林水産研究所(R6.03)から抜粋した「2002年大豆貿易フロー図」 

「2021年大豆貿易フロー図」「米需給と貿易動向」について、以下文章の （  ） に あてはまる内容 

 を記入してください                           【各 1点  １２問  合計 12点】 

 

 A: ブラジル産大豆の最大輸出国は（中国）で、2002年度は（447）トン、2021年度は（5,822）トン 

  

B: 中国における大豆の総輸入量 2002年度は（713,447,453=1,613）トン、2021年度（3060,5822,461 =

９,343）トン 

  

 C: アメリカ産大豆の EC諸国への総輸出量 2002年度は（オランダ 149,スペイン 131= 280）トン  

    2021年度（オランダ 123,ドイツ 158 =281）トン 

 

D: 米生産量が１億トン以上ある国は（ インド  ）と （ 中国  ） 

 

E: 米の単収 ５．５トン/ha 以上ある国は（ ベトナム ）と（ 中国 ） 

 

 F: 米純輸出量 2021年度で世界２位の国は（ タイ ） 

 

 

 

万 

七 八 

天

en 

地 

離

れ

る 

合

う 

賛 否 

優 柔 不 断 



問 ３ 

  資料② 「2032 年における世界の食料需給見通し」を要約した次の文章の(   )に当てはまる語句を

正確に記入してください。                  【設問 A・Ｂ 各２点 １6問  合計 ３２点】 

    

  A：世界食料需給モデル予測項目の品目として、生乳・乳製品の５品目は（生乳）（バター）（脱脂粉乳）

（チーズ）（全脂粉乳） である 

B：「2032年における世界の食料需給見通し」の前提条件としては 

1) 世界総人口は２０３２年には（ 86.8 ）億人に達する見込み。（南アジア）、サブサハラアフリカ等

の新興国・途上国が増加し、日本、（ EU ）、（ 韓国 ） 中国も人口減少が予測され、（インド）が

世界一の人口を抱える見通し。 

 

2) 将来的な経済成長については、（ エネルギー ）( 資源価格等の高騰)等によるインフレや 

（ サプライチェーン (供給網)の混乱等により、経済成長の見通しは（COVID-19（パンデミック ）

前より 鈍化 する見込み。 

 

3) 各国の（政策）が現状維持することや天候が（平年並み）で推移することも前提となる。 

 

 C: 「穀物等価格の動向及び将来見通し」記述内容より、以下の項目について要約を記述してください 

                                       【設問 C 各 3点 ×８  合計 24点】 

1) 第１表 穀物・大豆の実質価格の変化予測で、米が 2032年実質価格の変化－0.9%となっている。 

その理由について 

     以下 語句が記入されていたら 各 3点                      

      ・サブサハラアフリカの需要が堅調に推移、                   

      ・アジアでの需要は鈍化                               

      ・インドの純輸出量は増加                              

2) 2020 年から 2022 年にかけて発生した事柄により、穀物・大豆の国際価格が１０年ぶりに高値とな

っていた。その理由について 

 以下 語句が記入されていたら 各 3点                                                     

 ・COVID-19 パンデミック                               

 ・サプライチェーンの混乱                               

 ・主要産地(北米・南米)の高温・乾燥等の天候不良                

 ・ロシア・ウクライナ侵攻                                 

 ・エネルギー・資源価格の高騰                             
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